
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

小児科専門研修コース（大森）  

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
小児科診療の最大の特徴は、成長する子供達をその家族を含めて総合的・全人的に診療し支援すること

です。医学は専門化、細分化される方向にありますが、東邦大学医療センター大森病院小児科では、“こ
どもの総合診療”が出来る小児科医の育成を後期研修の目標としています。また、長きにわたりＰＯＳ方

式を重んじて研修に取り組んでおり、小児診療の基本をしっかり身に付けた上で、各自が“サブスペシ

ャリティ”を持てるようなプログラムを組んでいます。 
大学付属病院の環境で、後期研修で経験すべき疾患・小児科学会専門医申請（卒後 5 年）に必要な疾患

は全て経験することが可能であり、これらの疾患の診療に当たっては各小児疾患専門医指導医から直接

指導を受けることができます。 
当科には、a）循環器、b）血液・腫瘍、c）神経、d）内分泌、e）免疫アレルギー、f）腎臓、g）消化

器、h）小児心理学を専門とするスタッフがおり、それぞれの専門分野を研修することが出来ます。新

生児疾患は総合周産期センター（新生児科）に於いて後期研修が組まれます。4 年後に小児救急麻酔集

中治療は国立成育医療研究センターでの研修が組み込まれます。経験する症例は極めて豊富でバラエテ

ィにとんでおり、他では経験できない研修生活を送れることを約束します。 
 
研修カリキュラム 
1～3 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 周産期センター 地域保健センター 
研修期間 
初期臨床研修（1 年目） 
習得内容 
東邦大学の初期臨床研修における小児科研修期間はこれまで 3 ヶ月でしたが、平成 22 年度研修から 1
ヶ月に短縮となりました。しかし当小児科は外来と入院の症例数が豊富で多彩であり、一般的な疾患（い

わゆる一次）から二次～三次への高度医療まで幅広い分野の小児疾患を経験し、充実した研修が出来る

ようになっています。小児の病年の専門医を育てるコースになっています。 
研修期間 
（2 年目） 
習得内容 
病棟では助教、シニア・レジデントを指導医とする 4～5 つの診療グループがあり、研修医は各グルー

プに配属され、患者さんの直接担当医として診療にあたります。外来では診療スタッフに付き、採血や

点滴などの外来処置を担当します。当直では小児科医２名と組んでの一次、二次、三次救急すべてに直

接対応します。 
研修期間 



（3 年目） 
習得内容 
また、研修期間中に周産期センターにおける新生児研修、循環器、血液・腫瘍の各研修のローテーショ

ン、地域保健センターでの乳児健診研修などのプログラムも組み込まれています。 
 
4～6 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院小児科 東邦大学教育関連病院 
研修期間 
後期研修（4～5 年目） 
習得内容 
後期研修では、日本小児科学会の専門医取得を目指します。当科では外来、入院ともに症例数が豊富（外

来 1 日 150-180 件・小児内科入院患者年間 850-950 例・小児救急外来年間 12,000 例・院内出生

1,000-1,200 例）であるため、この間に小児科専門医試験の受験資格として必要な各分野の疾患をすべ

て経験することが可能です。直接主治医として経験する症例数は年間約 80 例から 100 例です。6 か月

～1 年、一般小児科診療を研修したあと、血液、循環器、新生児をそれぞれ 3 か月間集中的に学びます。

希望により、腎臓病・小児腎移植、内分泌、アレルギー、消化器肝臓病、神経感染症に関しても集中的

に学ぶことが可能です。小児麻酔、集中治療学は学外研修も組み入れています。 
研修期間 
（5～6 年目） 
習得内容 
5～6 年目には、関連病院小児科における研修（出向）で大学病院とは異なった地域医療や小児保健の経

験を積みます。また、実力を発揮できるチャンスを与えます。この 4 年間で、ほぼすべての小児科疾患

の初期対応が独立して出来るようになることが目標です。 
 
卒後 7～10 年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院小児科 東邦大学教育関連病院 腎センター、消化器センター、膠原病

センター、その他、国内の専門施設への国内留学。 
研修期間 
卒後 7～10 年目 
習得内容 
サブスペシャリティ 小児疾患専門分野サブスペシャリティの習得を目指します。前記の教育関連施設

での研修の他、大学病院であることの利点を生かし、他診療科（腎センター、消化器センター、膠原病

センターなど）にも研修を依頼しています。この間に学位取得に向けた研究も同時にすすめるようにし

ます。それぞれの専門分野における専門医取得が最終的な目標です。小児科学会専門医を取得後、日本

小児循環器学会、日本血液学会、日本内分泌学会、日本アレルギー学会の専門医取得が可能です。 
その他にも、各専門領域の一流施設へ積極的に国内留学に出ており、海外留学も行っています。 
また、学位論文の研究コースもあり、博士号を取得できる基礎研究も選択できます。 
 



卒後 11 年目～  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院小児科 
研修期間 
卒後 11 年目～ 
習得内容 
スタッフとして、診療、研究に従事すると共に、医学生、研修医、レジデントの教育・研究指導にあた

ります。 
 
専門医の取得 
 
週間予定 
月曜日  9：00～   病棟回診（教授回診） 
火曜日 17：00～   循環器回診・抄読会 
水曜日 13：30～   血液・腫瘍回診、抄読会 

15：00～   新入院患者カンファレンス・New Eng J Med 抄読会 
    18：00～   研究進捗状況報告会・リサーチカンファレンス・学会予演会 
木曜日 19：00～   Meet the Expert 勉強会 
 
教育関連病院・施設 
教育関連施設（後期研修）       指導責任者 
国立成育医療センター麻酔科・救急科  鈴木 康之 
同愛記念病院小児科          山口 公一 
済生会横浜市東部病院小児科       波多野 道弘 
 
教育関連施設（卒後 7 年目以降） 
東京女子医科大学病院 心研  小児循環器 
東京都立小児総合医療センター 小児内分泌代謝科 
東京都立小児総合医療センター 小児腎臓内科 
茨城県立こども病院      小児血液腫瘍科 
国立神経センター       小児神経科 
堀産婦人科・小児病院     産科新生児科 
 
客員教授・講師、非常勤講師   （ ）内は所属 
客員教授 
梅田 勝（東京工学院大学）、藤澤 知雄（済生会横浜市東部病院小児科）、後藤 雄一（国立精神・神経

センター 神経研究所）、斎藤 博久（国立成育医療センター免疫アレルギー研究部）、長谷川 行洋（都

立小児総合医療センター内分泌代謝科）、斎藤 昭彦（新潟大学医歯学総合研究科小児科学分野）、石川 悠
加（国立病院機構八雲病院臨床研究部長・小児科医長） 
客員講師 



星野 恭子（小児神経学クリニック）、石北 隆（石北医院）、土田 昌弘（茨城県立こども病院）、橋本 卓
史（たくこどもクリニック）、井埜 利博（いのクリニック）、高木 一江（横浜市中部地域療育センター）、

波多野 道弘（済生会横浜市東部病院）、柳川 進（柳川医院）、岡本 則彦（岡本こどもクリニック）、乾 
あやの（済生会横浜市東部病院）、小澤 安文（小澤医院）、鈴木 康之（国立成育医療センター麻酔集中

治療科）、澤 佳也（東京小児療育病院）、徳山 美香（八街総合病院） 
非常勤講師 
根津 敦夫（横浜療育医療センター） 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
小児科在籍 6 年目以降の医師全員が日本小児科学会専門医を取得しています。その他、日本血液学会専

門医・指導医、日本内分泌学会専門医・指導医、日本アレルギー学会専門医・指導医、日本循環器学会、

日本小児循環器学会専門医、日本腎臓学会専門医を取得した専門医の下で指導を受けています。 
 
コースの指導状況 
小児科には 20 を越す分科会があり、各々の専門的知識が必要です。当講座のスタッフはこの多くの領

域をカバーすることができます。また、各専門分野を一定時期 rotation することによって集中して学ぶ

ことができます。 
また、講座の構成を偏りなく多くの分野に対応できるようにしてきたため、幅広い専門領域の知識を習

得することが可能です。また、後期研修終了後には、専門施設での長期研修も希望できます。 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者も受け入れています。４年間のうち約２年間の研究期間と論文作成が含まれます。また前

記のごとく、サブスペシャリティを学びながら学位取得に向けた研究も推進しています。11 年目以降の

在籍者 14 名中 10 名が学位取得者です。 
成績優秀者や意欲のある人には海外留学もすすめています 
 
評価及び修了認定 
毎年 2 回、東邦大学医療センター３病院（大森・大橋・佐倉）と新生児学教室で合同の教室研究会が行

われ、1 年の研究成果発表・評価が行われます。また国内外の学会へも積極的に参加しております。国

内・国外の研究施設へ留学生も出しています。 
日本小児科学会専門医資格を取得することにより後期修了認定を、最終的には専門分野の専門医資格を

取得することにより小児科としての修了認定としています。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 
日本小児科学会、日本血液学会、日本内分泌学会、日本アレルギー学会、日本循環

器学会、日本小児循環器学会、日本腎臓学会 

資格名 各専門医、指導医 

資格要件 資格ごとに異なる 



専門資格の概要 

ある一定時期が過ぎ、申請可能となった時に申請書を作成します。 
上記に加えて、感染症コントロールドクター（ICD）、Basic Life Support（BLS）、Pediatric Advanced 
Life Support(PALS)の試験の受験費用は医局ですべて賄っております。 

 
 


